
   

情報公開文書 

研究課題名  日本外傷データバンクへの外傷患者登録と登録データを用いた臨床研究 

研究体制 □長野赤十字病院が責任研究機関となる 

☑他施設が責任研究機関となる共同研究 

 （責任研究機関：佐賀大学医学部） 

研究責任者 責任研究機関  所属  佐賀大学医学部救急医学講座  

氏名  阪本 雄一郎  

当    院  所属  第一救急部  氏名  岩下 具美  

研究期間 承認後 ～ 2026年 3月 

研究の概要 （研究の意義・目的） 

重症患者さんに行っている診療とその結果に関する情報を、日本救急医

学会と日本外傷学会が日本外傷データバンクとして全国規模で広く集積す

ることで、各施設における外傷診療のデータを全国データと比較すること

により各参加施設における診療の現状を明らかにし、診療の質向上に寄与

することを目的とします。 

さらに、集積された全国データを分析することで、どの診療行為が予後

を改善し得るか明らかにすること、診断精度の向上、予後予測指標の作成

などの研究を実施することによって、本邦全体の外傷診療システム向上に

寄与することを併せて目的としています。 

 

（研究方法） 

個人を特定できる情報を除外した形で、診療に関する種々のデータを登

録します。登録はインターネットを用いた入力により行います。  

試料・情報 （試料・情報の項目） 

年齢、性別、受傷日時、受傷原因、受傷現場および病院到着時のバイタル

サインおよび処置、既往歴、検査所見、救命処置、輸血の有無、手術の有

無、診断名、合併症、入退院情報（入院先、入院日数、退院先、死亡） な

どです。  

研究対象者 研究期間内に当院の救急外来に搬送（もしくは受診）され、重症外傷（6段

階の重症度スコアで 3以上）を有する患者さん。 

 

※当研究に自分の情報を使用してほしくない場合は下記のお問い合わせ先ま

でお申し出ください。 

個人情報の保護 収集したデータは、誰のデータか分からなくした（匿名化といいます）上で

使用いたします。国が定めた倫理指針（「人を対象とする医学系研究に関する

倫理指針」）に則って、個人情報を厳重に保護し、研究結果の発表に際しても、

個人が特定できない形で行います。 



   

お問い合わせ先 〒３８０－８５８２ 

長野県長野市若里五丁目２２番１号 

長野赤十字病院 

所属  第一救急部    氏名  岩下 具美  

 

TEL：026-226-4131（代表）  FAX：026-228-8439 

 


